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研究成果の概要： 
 
 大強度ビームを取り扱うビームラインのための、電磁石、ビームモニター、標的装置、ビー

ムダンプ、並びに真空装置について試作し、またこれらを実物大のビームラインモックアップ

を準備して、全体のシステムとして動作する事を検証した。開発された各ビームライン要素は、

Ｊ－ＰＡＲＣハドロン実験施設、ニュートリノ実験施設の基幹設備として採用された。成果は

内外の学会で発表するとともに、論文誌に掲載された。特に電磁石に関しては、本年１０月に

中国で開催される第２１回国際電磁石技術大会（国際電気電子学会主催）における口頭発表に

選ばれている。 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
２００５年度 12,000,000 3,600,000 15,600,000 

２００６年度 14,700,000 4,410,000 19,110,000 

２００７年度 7,100,000 2,130,000 9,230,000 

２００８年度 4,100,000 1,230,000 5,330,000 

  年度  

総 計 37,900,000 11,370,000 49,270,000 

 
 
研究分野： 
科研費の分科・細目： 
キーワード：大強度、遠隔操作、耐放射線性、速着脱、耐熱性、Ｋ中間子工、Ｊ－ＰＡＲＣ、 

ＭＩケーブル 

 
１．研究開始当初の背景 
 
 当時、建設が開始されつつあった大強度陽
子加速器施設Ｊ－ＰＡＲＣにおいて、そのパ
ワーが数百 kW から 1MW に達するビームを、
安全かつ確実に制御し、研究の手段とする技
術的な背景、裏付けは、ビームエネルギーが
1GeV 程度以下であるいわゆる「パイ中間子工
場」での蓄積がある程度で、ビームエネルギ
ーが数 GeV から数十 GeV に達する高エネルギ

ー加速器～Ｊ－ＰＡＲＣ＝Ｋ中間子工場、で
は全くゼロからその開発を始める必要があ
った。 
 逆にその開発ができなければ、せっかくの
大強度ビームもそれを安全に活用する事が
できず、単なる絵に描いた餅になると思われ
た。 
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ビーム出力がほぼ１メガワットに達する

ような大強度（ハイパワー）ビームを輸送す

るビームラインやその構成要素（電磁石、真

空ダクト、標的装置、ビームモニター、ビー

ムダンプなど・・・・）が持つべき特性とし

て、次の事が挙げられる。 
 

 １：耐放射線性に優れること、 
 ２：交換が用意であること、 

３：耐熱性あるいは強制的な除熱（水冷な

どの）機能を有すること 
 
 本研究の目的は、大強度（ハイパワー）ビ
ームを取り扱うビームライン要素の実物大
模型（できれば実物！）を試作し、かつそれ
らが設置されるであろうビームライン室の
モックアップを準備し、これらビームライン
要素がメンテナンス（交換）シナリオを含む
「システム」として動作する事を実証・確認
することである。 
 
 
３．研究の方法 
 
 高エネルギー加速器研究機構・東カウンタ
ーホールに、大強度ビームを扱うビームライ
ンのモックアップを建設し、そこにおいて各
種のハンドリング実験、長時間運転実験、冷
却水停止などの「緊急事態」を想定したハザ
ード試験、などを、各種の試作機器について、
ほぼ洩れなく実施した。特に耐放射線電磁石、
標的装置、ビームモニターについては、それ
らをつなぐ真空装置地ともに実機の試運転
試験をも、モックアップにおいて実施した
（写真参照）。 
 その結果は実機、あるいは量産機の製作段
階において利用され、実際のＪ－ＰＡＲＣ施
設で私用される機器に採用された。 
 
 
４．研究成果 
 
 今回の一連の研究により、上記特性を有す
る各種装置類、部品類の規格（スペック）は
ほぼ確定した。また、これまでに準備改造し
た装置類ならびにモックアップを用いた長
期の総合試運転が成功裏に実施された。最終
年度においては、これまでの総合試運転を続
行すると共に、これまでの研究成果のとりま
とめを行なった。その結果、全体にわたる総
合的な見直しと手直しをほぼ全品目につい
て一回以上実施し、その結果、各種の「仕様」
が最終的に確定した。 
 なお本研究の最終年度は、J-PARC の
50GeV 加速器からのビームを導き出だす実

験室本体の建設が概略完了した年でもあっ
た。本研究のために準備してきたモックアッ
プは、この建設の最終的な局面において、ま
た、全研究期間を通じて、現場で発生するさ
まざまな問題点を迅速に解決するためのテ
ストベンチとしても非常に有効であったこ
とを特に記しておきたい。建設現場では、建
設と並行して「開発研究」あるいは「不具合
の原因究明」を行うことはほぼ不可能である。 
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